
2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

所

名

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

社会福祉法人光風会

名
特別養護老人ホーム芙蓉荘

【事業所番号:0670800382】

導入時期及び

介護老人福祉施設

介護ロボット1製品名]

眠り SCANNN・1認0[導入台数]8台 eye カメラ[導入台数]8 台

通信環境整備[製品名]

Wi・Fi 工事(無線 LAN)

消耗品等は見積書参照

POE HUB16 ポート BS、GSL2016P 2 '、

無線LAN アクセスポイント WAPS,1266 19 台

モバイル端末(スマートフォン) Fujitsu arrowsBZ01か 2 3 台

令和4年1月31日[導入時期]

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

数

下記以外 HUB 収納キャビネット等雑材・

N亙11^・リース(契約期間

現在の問題点

・現在もセンサー等は使用しているが当該エリアの居室周辺は動

線が長くセンサー対応職員はセンサーが作動するたびに訪室する

ため寝返り等でのセンサー作動も多く職員の身体的負担が大きい。

またたびたび訪室される利用者の安眠も阻害される。

・感染症対策シミュレーション策定時、個室隔離した場合の状態観

察に課題がある。(接触回数の軽減)

・昼夜逆転の状態にある利用者の生活改善が課題であることが施

設サービス計画書作成時のカンファレンスでも話題になり該当利

用者の睡眠状態調査の必要性が高くなっている。

・看取り介護において心拍等がモニター等でわかり、更に付き添う

家族には病院とは違う生活の延長線上での看取り介護である理解

に即したシステムを探しているところであった。

導入台数の妥当性

当施設は 101名の利用者を 3 つのグループに分けてサービス提供

していて昨年度1つのグループでコロナ対策のため眠りスキャン

を試験的に導入している。感染対策、看取り介護、睡眠状態観察、

離床動作確認を使用機会として眠りスキャンと eye カメラを使用

する場合、各グループ4台ずつが妥当と考えている。未導入の2 グ

ループに4台ずつの計8台、 wi-Fi工事未設置の2 グループに配

線等工事を予定したい。また、現在はグループのPC端末での観察

のみであるが、職員が移動中も状態確認をしたいとの希望があり、

モバイル端末の導入も予定したいと考えている。

職員との導入意義の共有

そもそも眠りスキャンと eye カメラに関しては介護職員の業務改

善係より提案されたものであり、同様の仕様の機種の中からデモ等

疋員数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

101

年 月~ 年 月)

台



活用し当製品を介護職員が選定していること、現在試験的に導入し

ている過程でモバイル端末の導入の提案があったこと含めて、現場

が求めていることは明解である。なお、その導入効果の評価につい

ても業務改善係で継続的に検討していく事としたい。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

睡眠テータを活用した施設サービス計画書の作成

導入による業務改善係による業務改善目標の設定

感染者が出た場合の機器使用を感染対策シミュレーションへの反

映

看取り介護時等における家族への説明

02年目

睡眠データを活用した施設サービス計画に基づいたサービス提供と評

価

使用利用者選定の拡大検討、購入

感染者が出た場合の感染対策シミュレーションの実施

看取り介護時の使用と評価

03年目

睡眠データを活用した施設サービス計画に基づいた PDCAサイク

ルでの支援方法の確立の振り返り

使用利用者選定の拡大検討、購入

導入による業務改善係による業務改善目標の評価→訪室回数の減

少~

感染者が出た場合の感染対策シミュレーションの振り返り

看取り介護後のアンケート、振の返りの集約

0導入後(翌年) 1年目

データに注目した利'学的根拠のある施設サービス計画書を作成す

る事が出来る

業務改善係活動により具体的改善内容の共有が出来る

感染者が出た場合接触回数が減る

看取り時職員・家族の不安軽減

02年目

データに注目した科学的根拠のある施設サービス計画書に基づき

サービスが提供される。

無駄足の訪室回数の減少。職員の負担軽減。

感染者が出た場合接触回数が減る

看取り時の職員・家族不安軽減

03年目

PDCAサイクルにより利用者生活の質向上と職員の介護力向上

使用対象利用者拡大により見守りに対する職員の負担が大きく軽

減され、見守りがシステム化される。

感染者が出た場合接触回数が減る

看取り時の職員・家族不安軽減

期待される効果等



効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

施設サービス計画書の変化による実証

業務改善係による訪室回数等調査、職員アンケート

感染症対策による訪室回数の記録

看取り時家族アンケート及び職員振り返りでの聞き取り



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

株式会社ケアセンターはなみずき

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

グループホームはなみずき【事業所番号

認知症対応型共同生活介護

[製品名]

パラマウントベット製眠り Scan ・眠り Scaneye

バッファロー製 無線 LAN親 11acm

[導入時期]令和4年2月28日[導入台数]9

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

利用者の睡眠状態の把握することで、支援の効率化。

見守りが必要な方が多く、コールが連発し、「大丈夫だという」職員の慣れが出

てきてしまい、現状を確認せず、見過ごしてしまうことがあった。夜問の睡眠状

態は月で見る状態しかわからないため、不眠=眠剤と安易な考えになってしまっ

ている。また、導入にあたり既存のセンサーは職員の精神的負担軽減のため、撤

去しても問題ない方のみ撤去を行う。

宿泊の居室10室に導入を老えている。

職員にはアンケートを実施し、職員の気持ちや期待度などを確認したうえで、役

員会議にて決定する。

. リース(契約期間

670101476

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

定員数

年

18

0導入後(翌年) 1年月

睡眠状態の確認ができる。体調の変化に早い段階で気づくことができる。

看取りへの活用。

家族に対し夜問帯の情報をより正確にお伝えすることができる。

02年目

在宅復帰の足掛かりに。(多職種との連携)

居室内での怪我がなくなる。

夜勤職員の労働の軽減により業務に余裕をもてる。

ケアブラン作成時にデータを参考にすることができる。

03年同

宿泊者すべてが眠剤、不使用に。

夜勤職員の精神的安心ができる。

機器を導入してない部屋に関しても導入を検討する。

月~ 年 月)

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

利用者の睡眠状態を把握できたことにより、不要な訪室が減り、利用者の睡眠時

問の確保ができる。

家族に対し科学的データに基づいた情報提供ができる。また、依頼があった際は

データを家族に対し開示することが出来る。

02年目

多職種連携においての情報提供の質が向上する。

転倒事故の低減が期待できる。

睡眠状態の把握により、職員の精神的・肉体的負担の軽減ができる。



ケアプラン作成にデータを利用したことにより、さらに質の高いプランを提供で

きる。

03年目

眠剤を不使用にすることにより、宿泊者の体への負担が軽減する。

全室機器導入によりより夜勤職員の精神的負担が軽減する。

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

伊D 介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者(利用

者)の満足度、日々の活用状況が確認できる日誌等を用いるなど他の

介護サービス事業者等の参考となるべき内容等



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

ビスの種類

株式会社ケアセンターはなみずき

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

はなみずきの家

小規模多機能型居宅介護

[製品名]

パラマウントベット製眠り S CAN ・眠り S c a neye

無線LAN親 11adnバッファロー製

[導入時期]令和4年2月28日[導入台数]5

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

【事業所番号:690100045 】

購入・リース(契約期問

利用名の睡眠状態の把握することで、支援の効率化。

見守りが必要な方が多く、コールが連発し、「大丈夫だという」職員の慣れが出

てきてしまい、現状を確認せず、見過ごしてしまうことがあった。夜間の睡眠状

態は月で見る状態しかわからないため、不眠=眠剤と安易な考えになってしまっ

ている。また、導入にあたり既存のセンサーは職員の精神的負担軽減のため、撤

去しても問題ない方のみ撤去を行う。

宿泊の居室5室に導入を吉えている。

職員にはアンケートを実施し、職員の気持ちや期待度などを確認したうえで、役

員会議にて決定する。

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

定員数

年

29

0導入後(翌年) 1年月

睡眠状態の確認ができる。体嗣の変化に早い段階で気づくことができる。

看取りへの活用。

家族に対し夜問帯の情報をより正確にお伝えすることができる。

02年Π

在宅復帰の足掛かりに。(多職種との連携)

居室内での怪我がなくなる。

夜勤職員の労働の軽減により業務に余裕をもてる。

ケアプラン作成時にデータを参考にすることができる。

03年月

宿泊者すべてが眠剤、不使用に。

夜勤職員の精神的安心ができる。

機器を導入してない部屋に関しても導入を検討する。

月~ 年 月)

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年月

利用者の睡眠状態を把握できたことにより、不要な訪室が減り、利用者の睡眠時

問の確保ができる。

家族に対し科学的データに基づいた情報提供ができる。また、依頼があった際は

データを家族に対し開示することが出来る。

02年阿

多職種連携においての情報提供の質が向上する。

転倒事故の低減が期待できる。

睡眠状態の把握により、職員の精神的・肉体的負担の軽減ができる。

台



ケアブラン作成にデータを利用したことにより、さらに質の高いプランを提供で

きる。

03年月

眠剤を不使用にすることにより、宿泊者の体への負担が軽減する。

全室機器導入によりより夜勤職員の精神的負担が軽減する。

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

伊D 介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者(利用

者)の満足度、日々の活用状況が確認できる日誌等を用いるなど他の

介護サービス事業者等の参考となるべき内容等



事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

導入時期及び台数

名

株式会社互恵

購入又はりースの別
※該当する方に0を記入

グループホーム

【事業所番号

認知症対応型共同生活介護

認知症対応型通所介護共用型

[製品名]

介護ロボット製品名;眠りスキャン(パラマウントベッド株式会社)

通信環境整備製品名;アウセ林゜イント・POE 給電ハブ(乃イドテネシス株式会社)

[導入時期]令和4年1月14日[導入台数;9台]

コミューティママ家

0673000675】

事業概要(現在の問題

点・導入台数の妥当性

職員との導入意義の共

有)

購入・リース(契約期問

現在の問題点;夜勤帯の放尿・無断離設・転倒骨折事故等では睡眠状

況の把握が不可欠だが観察だけでの対応では極めて困難。

導入台数の妥当性;ユニット四人)毎に夜勤者がいる。モニターでIJア"私に

状況把握をし、データ分析によって導き出された科学的根拠に基づく

適切なサービスの提供により、安眠妨害の回避や職員の経験則に頼る

介護の不安が軽減できるほか、夜勤者の適切な仮眠時間もとれるなど

働き方の改善も可能となる。しかし、データを十分生かせるように取

り組みが必要であり当面1ユニットのみの9台とした。

職員との導入意義の共有;夜勤帯は介護スタッフが手薄になるが色々

な問題行動(放尿・制断助が起きやすく対応困難になる場合が多い。こ

れらの適切な対応には睡眠深さが関係することは、実際に取り組んだ

職員によって明らかになっている。

これを、介護ロボット導入により、睡眠と介護サービスの関係性に係

るデータを蓄積し、スタッフ闇で研究・分析し、科学的根拠に基づく

適切な介護サービスの提供につなげることで、職員の自信や遣り甲

斐・安心感を得られるようになることが導入の意義であり、

当初1年闇は、今までの成功体験者(放尿に取り組んだ夜勤者)やケア

マネ・管理者・介護主任を中心に、データ分析やデータに基づくマニ

ユアル作りをすることでスタッフ全員が根拠に基づく科学的な介護サ

ービス提供が重要なことを共有できると老える。

定員数
1 8 名

3名

年 月~

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導

入の翌年から3年問、年

度毎)

年 月)

0導入後(翌年) 1年目

夜勤帯を中心にりア紗仏でのデータの分析結果をもとに提供サービスの

適正化を図る。その際に従前の経験則によるものと、データでのサー

ビスとの間にどのような関係性が成り立つかを分析し検討。

02年目

前年度の取組を踏えて、看護師や日勤者も参加して睡眠状況のデータが

健康や生活活動・精神活動や表情などにどんな関係性が有るかを観察

して分析し、総合的な生活支援の在り方を検討し、個別目標の設定に

反映させる。

03年目

家族・介護スタッフの情報共有化、提供サ北、スの改善、科学的根拠に基づ

く適時適切な介護サービス提供を誰でもできるように、マニュアルを作成す

る。

P 3



期待される効果等

0導入後(翌年)1年目

具体的根拠に基づくサ・t、ス定期用が可能となり、放尿問題回避、不眠

時の安全への適切な対応が計画的に行えることで、夜勤者の不安を軽

減し計画的に仮眠を取れるなどの労働環境の改善が見込める。

02年目

就眠時の状態の可視化されたデータとタイムリーな介護サ北、スの提供が行える

ことで、私見や経験則だけに頼ることなくスタッフ全体が科学的根拠に基

づき課題分析・理解・情報共有化が図れることで、自信をもってサービ

ス提供ができることから個々の職員の成長が見込める。

3年目

データ分析に基づき介護スタッフの作成した介護サービス提供マニ.アルを作成する

ことで、誰にでも適切な介護が出来るようになり、また、マニュアルを超

える質の高いサービス提供も可能となるなどでのほか、家族との情報

共有を促し充実した介護ができ職員が誇りをもって業務遂行ができ離

職率の低下が見込める。

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評価

指標に基づいて記録)

記録方法は既にPCによる独自の随時記録シス私を開業当初から使用し

ている。これを使えば、導入機器に基づく介護サービスの提供の状態を

何時でも誰でも抽出できるため、データとサービス提供の関係性を検討す

る資料が容易になっている。

効果に関する指標作りはスタソフも入れて行っているが、事業導入スケージ.

ールに記した通り成功例や失敗例とデータを比較して行う。例としては、

問題行動の減少、転倒事故の回避、就眠状態の改善、利用者の生活行

動の改善、家族との連携促進等々が上け'られるほか、職員の理解度や

不安の解消や仮眠時間の取得の実績なども指標となる

P 4



2 補助事業計画書

事 業

事

者

業

介護サ

名

所

社会福祉法人輝きの会

ビスの種類

名

①特別養護養護老人ホームいきいきの郷

【事業所番号:0670100767】

②総合福祉施設いきいきの郷短期入所生活介護事業所

【事業所番号:0670100141】

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

導入時期及び台数

①介護老人福祉施設

②短期入所生活介護

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

[製品名]

ナースコール連動型見守り機器

[導入時期]令和4年3月1日[導入台数

通信環境整備

スマートフォン設備一式

ナースコール導入設備工事

Wi、Fi 工事

[導入時期]令和4年3月1日[導入台数

N邑1^・リース(契約期間

現在、利用者の居室内での転倒、ベッドからの転落の予防策とし

て、ナースコール連動型のセンサーマット及び離床キャッチ付電動

ベッドを使用している。

しかし、コール音声のみのため、必ず訪室で確認しなくてはなら

ない。

また、PHS 呼出へのタイムラグがあるため確認までの時間がか

かっている。居室数や廊下の長さもあるため職員の行動範囲が広く

体力的に負担が大きい状態がある。

見守りカメラ導入により重大な転倒や転落事故とならないよう

に、優先順位をつけて訪室することにより、職員の体力的負担を軽

減したい。

特に夜間不眠の状態である利用者や、入所直後や退院問もない利

用者の状況把握に使用するなど、見守りを強化したい。

事故前後の状況を分析し、原因を解明することで、ご家族様への

説明責任もはたすことができる。

職員への実態調査や事故報告作成等の精神的負担も軽減され安

心して勤務することが出来ることで離職率を軽減し、人材確保にも

繋げていきたい。

定員数

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

①100 名

②20 名

13 台]

年

13 台]

月~ 年 月)



機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

0導入後(翌年) 1年目

・機器の使用について職員への研修を行い、スムーズな導入を目指

す。

・見守りカメラの設置について本人、ご家族に説明し理解を求め

る。

・職員に対してアンケートを行い導入後の効果を検証し業務改善

を行う。

02年目

・事故対策への効果の検証結果に基づき、業務マニュアルの見直し

を行う。

・軽減された分で個別ケアの充実を図る。

03年目

・見守りカメラの使用による、事故件数の減少を図る。

・介護業務の負担軽減による職員の航職率が低下をめざす。

期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・業務負担の軽減

・職員の精神面の安定

02年目

・重大事故の減少

・施設サービスの向上

03年目

・離職率の低下

・人材確保

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

職員からの業務効率化についてのアンケートで情報収集する。

定期的なりスクマネジメント委員会での事故件数の確認

夜間巡視の訪室回数や利用者の不眠状況等の検証



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人たいよう福祉会

名
特別養護老人ホームソーレ東根

【事業所番号:0671700433】

介護老人福祉施設

[製品名I PARAMOUNTBED 眠りスキャン

Wi・Fi設備一式

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・1哉員と

の導入意義の共有)

[導入時劣'

購入・ース (契約期間

看取り期や体調不良者、転倒等、夜間帯職員が少ない時間に見守り

が必要な入居者が増えている。夜間、一人で複数の居室を同時に

見守ることができるので、職員の負担軽減と見守りの効率化が図れ

る。また、看取り期の入居者や体調不良者に対しては、バイタルの

異常をアラームで知ることで、異変に早く気づくことができる。

夜間業務を不安に感じる職員の精神的負担の軽減を図る。

航れた場所から、見守ることで入居者の安眠を妨げない。

令和4年2月 1日

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

疋員数

[導入台数1 20台

0導入後(翌年) 1年目

入居者の睡眠、覚醒、雛床の状況を訪室せずに複数同時に管理し、

夜間の訪室の回数を減らす。

02年目

入居者の睡眠サイクルを検証し、ケア業務の改善を行う。
03年目

夜間の業務改善と、新入職員の夜間業務従事開始時期を短縮する。

年

100 名

見~

期待される効果等

年

0導入後(翌年) 1年目

職員の身体的、精神的負担の軽減。

急変時の早期発見と転倒りスクの軽減。

訪室すべき優先順位がわかる。

02年目

業務の効率化と入居者の睡眠の向上。

03年目

日々の睡眠りズムを把握し、入居者の状況に応じたケアを実施。

夜勤従事職員の負担軽減。

月)

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

職員に岡民りスキャン」を使用にっいてのアンケートを実施。

業務時間調査表を作成し、殉民りスキャン」導入後の定期巡視時間
を検証する。

ースの 」兄

※ を0

リ才
る

又入

亥

購



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サ

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人南陽恵和会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

特別養護老人ホームこぶし荘【事業所番号:06719000認】

介護老人福祉施設

喫品制①ND ソフトウェア(株)

バイタルビーツ・ケアパトロール

②無線LANネットワーク機器(配線等工事費含む)

[導入時期]令和4年1月20日[導入台数1 1

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

購入リース(契約期問

①現在の問題点

・夜間俳佃、夜問の声出し、夜間不眠の入居者が数名おられ、介護負担が増大

・新規入所者の睡眠状態の把握に時問がかかるため、その間の転倒、転落のり

スクが増加

・俳椢、声出し、ナースコール呼出音により他入所者への悪影響

・不眠薬、安定薬の服用により、食事がしっかりとれない

②導入台数の妥協性

まずは先行的に西棟にべッドセンサー1台を導入し、数名のりスク者に対し

一定期間口ーテーションで使用し、合わせて無線LA＼(w if D 環境を

整備する。効果によっては追加導入も検討

③職員との導入異議の共有

西棟職員から現在の問題提起があったため、介護ロボットを活用した介護負

担の軽減と介護サービスの質の向上を同指し、これに向けたチーム編成、職員

教育、マニュアル作成等により課題解決に取り組むことを確認

定員数

年

Ⅱ6 人

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年問、年度

毎)

月~ 年

0導入後(翌年) 1年目(令和4年度)

・夜間俳徇者、夜問声出し者、不眠者の低減

・転倒、転落件数の低減

・睡眠データを医師に提供し、効果的な服薬量や服薬タイミングを把握する

02年月(令和5年度)

・介護職員の負担軽減と職場環境の改善

・不眠持薬服薬者の食事摂取量の改善

・1年月の月標の充実、 1年月の検証に基づく介護ロボットの追加導入の検討

03年月(令和6年度)

・2年同同標のさらなる充実

・2年月の検証に基づく介護ロボットの追加導入の検討

月)

台



期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

・負担軽減と職場環境の改善による介護に要する時問の短縮、離職率の低減

・転倒、転落りスクの低減による入院者の減少

02年月

・夜間りスク者低減による安心安全な居住環境の確保

・1年月効果の充実

03年月

・2年目効果の充実

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

①介護負担軽減に係る職員アンケートの実施

②雜職率、異動希望者、新規応募者の検証

③専門チームの編成によるデータ記録、多職種による分析、個別プログラム作成

④入所者への満足度アンケートの実施

⑤ヒヤリハット、事故報告案件の検証



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの種類

業

者

介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名 医療法人徳洲会

名

導入時期及び台数

介護老人保健施設ほのか

【事業所番号:0653080051】

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

介護老人保健施設

[製品名]

介護ロボット:パナソニックコンシューマーマーケティング株式会

社「ライフレンズサービス」

通信環境整備:パナソニックコンシューマーマーケティング株式会

社「ネットワーク環境構築工事」

[導入時期]令和4年3児 25日 1導入台数]100台

購入リース(契約期間

当法人が運営する介護老人保Ⅱ封厄設では、夜勤帯の介護職員の人員

配置を 1フロアあたり 3名、合計6名の夜剃」体制の中、 2時間に 1

度、計5回/日の定期巡回による入所者様の安否確認等の介護業務

を実施しているが、居室内の様子確認において近くまで訪室するこ

とで認知症を態■利用者の覚醒を促してしまう。夜闇覚醒状態の発

生頻度が高い利用者が多いため、夜勤スタッフの心理的負担が大き

い。また巡視作業における身材珀り負担も大きく、スタッフのシフト、

体制の構築が困難な状況となっており、以下の課題解決が急務であ

る。

①禾川司者の生活りズムの把握と、それに応じた適切かっタイムリー

なケアの提供

②夜勤帯のスタッフの負担軽減にむけた見守り体制・巡視作業の運

用見直し

③蹴職者の減少にむけたスタッフのQOL向上

上記の課題解決に向け、見守り支援機器を全室導入し、施設全体で

のICT活用を前提とした先端的な運用モデルを全国老健施設の先駆

けとして構築したい。

見守り支援機器導入と合わせ、通信インフラの整備を行い、施設全

体でのICT活用モデノレ構築を推進する。ナースコールのシステムも

旧モテルのため更新が必要となる。

事業概要(現在の問題

点・導入台数の妥当性・

1幟員との導入意義の共

有)

定員数 100名

年 月~ 年

機器を導入するととに

より達成する目標(機器

導入の翌年から3年間、

年度毎)

阿)

0導入後(翌年) 1年目

介護ロボットの導入により、利用者の生活りズムの把握およびりア

ルタイムモニタによる夜間帯の状態把握を行い、支援が必要な利用

者の選定を実施して夜間業務に臨む。唖眠データを蓄積しっっ、日

常業務を実施する。

操作説明会や活用ミーティングの定期開催による、スタッフの理解

度向上と活用定着化への取り組みを図る

02年目

蓄積したデータをもとに利用者選定を見直し、追加導入も含めて検



討する。また業務負担軽減とタイムリーなケアの実施に寄付できる

ようアラート通知の活用方法の打ち合わせを実施する。機器活用の

現場リーダーを育成、法人内の他施設と活用方法の共有ネットワー

クを構築する

03年目

前年の実績を踏まえ、施設内での活用方法の見直しを決定し、利用

者、スタッフ双方にとって負担の少ない巡視運用モデルを確立する

弸待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

LIFELENSの操作端末により、利用者の状況把握を現場から適時行

うことで、ナースコール呼び出し、センサーマットによる緊急対応

の回数を導入前比20%削減する。

02年目

前年の実績を踏まえ_、対象者の選定や施設内での活用方法の見直し

を行い、ナースコール1呼び出し、センサーマットによる緊急対応の

回数を導入前比50%削減する。

03年国

利用者、スタッフ双方にとって負担の少ない巡視運用モデルを確立

し職員の心的、身体的負担による1雛職を導入前比50%削減する。

効果検証の方法(効染に

以1・小るデータを客御'的

な評価指標に基づいて

言己e可く)

業務分析アプリ(A・T捻d御・)を活用し、適接/間接業務の負荷状況

を定捌モニタリング、定捌巡視や緊急対応による業務負荷の見える

化を図り課題状況に応じた対応を推進する。

業務分析にあたってはシステム導入先のパナソニック社と連携し、

1窃業で推進していく。


